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Abstract
　The purpose of this study was to compare the swimming ability of Osaka Sangyo 
University students enrolled from 2008 to 2011 in the department of sport and health 
sciences with the swimming ability other college sports students. There was a seven-
day intensive course with a three-hour lesson in every class. Swimming abilities were 
measured by 100m swim time and 12-minute swimming of crawl stroke and breast 
stroke. Swimming class consists of a lecture and 7 actual lessons. College sports 
students have to be a good swimmer until graduation as they are to be a teacher of 
physical education.
　The results of this investigation were as follows. 1） Osaka Sangyo University 
students were able to swim the 100m crawl in 1:58.05 and the 100m breast stroke in 
2:9.88. The 12-minute swimming distances were 500.3m （crawl stroke） and 474.6m 
（breast stroke）, respectively. Male students were able to swim faster, longer than 
female students. 2） We need a swimming pool because the swimming ability of Osaka 
Sangyo University students who belong to be the department of sport and health 
sciences is not faster than other college sports students. In order to match the 
swimming ability of other college sports students, Osaka Sangyo University requires a 
heated swimming pool.



















































































2008 2009 2010 2011 平均
100m
タイム
ｎ ｎ ｎ ｎ
クロール
学年 1:50.63 1:57.75 1:59.57 2:03.31 1:58.05
男子 96 1:47.63 75 1:48.97 79 1:53.40 96 1:59.05 1:52.70
女子 14 2:11.19 38 2:15.07 33 2:15.07 29 2:17.20 2:14.80
平泳
学年 2:14.67 2:31.82 2:33.61 2:37.68 2:29.88
男子 2:12.86 2:22.13 2:25.68 2:32.05 2.23.44





学年 508.8 504.6 488.0 499.9 500.3
男子 510.7 526.6 511.7 511.2 514.1
女子 509.9 461.8 438.7 466.1 459.9
平泳
学年 483.3 475.9 464.8 474.2 474.6
男子 488.3 489.7 481.6 483.8 485.5










































表２　体育・スポーツ学部・学科に所属する学生の 2000 年，2003 年及び 2004 年における水泳
授業中に測定された 100mの平均タイムと 12 分間泳の平均距離と各々の分速の比較
Ｓ短期大学 Ｂ大学 Ｓ短期大学 Ｂ大学




学年 ｎ n 1:47.26 n 1:44.86 55.94 57.22
男子 131 1:42.55 135 1:40.45 58.51 59.73
女子 86 1:47.32 78 1:55.18 75 1:52.74 51.14 52.09 53.22
平泳
学年 2:10.41 2:04.46 42.73 44.29
男子 2:08.15 1:59.77 43.03 44.30





学年 512.8 531.5 46.01 48.21
男子 516.3 531.6 46.82 50.10
女子 524.8 506.9 531.1 49.07 44.71 45.17
平泳
学年 490.7 510.5 40.89 42.54
男子 495.0 516.7 41.25 43.06
女子 514.2 483.5 499.5 42.85 40.29 41.63
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大阪産業大学スポーツ健康学科に所属する学生の水泳能力の実態 ―温水プールの必要性―（齋藤好史）
　スポーツ健康学科の学生の水泳能力を改善することは，集中講義で行われる時間だけで
はB大学の女子の泳力にも達していないことから非常に難しいと判断された。現在指導者
として必要な水泳能力が身についているとは，言えない。比較された２大学に等しい泳力
を身につけるためには，泳力改善に取り組むための温水プールが大阪産業大学には必要で
ある。
Ⅳ．まとめ
　本研究では，2008年から2011年までの大阪産業大学人間環境学部スポーツ健康学科学生
のクロール・平泳ぎの100ｍの平均タイムと12分間泳の平均距離をスポーツ学部・学科を
持つＢ大学とＳ短期大学と比較し，大阪産業大学人間環境学部スポーツ健康学科に所属す
る学生の水泳能力の４年間の推移とその水泳能力の実態を明らかにした。
１ ）４年間の100ｍの平均タイムはクロールで1:58.05，平泳ぎで2:29.88であった。12分間
泳の４年間の平均距離は，クロールで500.3mm，平泳ぎで474.6ｍであった。クロール・
平泳ともに男子の方が女子より平均的に約20秒速く，12分間泳で40ｍ長い距離を泳ぐこ
とができる。
２ ）Ｂ大学とＳ短期大学のスポーツ学部・学科の学生では，スポーツ健康学科男子・女子
学生の４年間のクロールの平均タイムよりともに約20秒速い。平泳では男子の平均タイ
ムで約20秒，女子で約35秒速いタイムであった。４年間のクロールの12分間泳の平均距
離に差はなく，女子では46ｍ及ばない。平泳についてみると平均距離は男子で10ｍ，女
子で約40ｍ短い。
　以上をまとめると，大阪産業大学スポーツ健康学科は他のスポーツ学部の学生と比べて
水泳能力が劣る。集中講義で行われている水泳授業では，泳力向上は難しいと判断される。
比較された２大学の水泳能力と同じようになるためには，温水プールを設置し泳力改善に
取り組むことが必要といえる。
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